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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報

告書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

１．助成プロジェクト名 
日野の水車活用プロジェクト 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
水車の活用を通して日野の歴史、環境を学び日野の宝である水辺（河川、用水、湧水、水田）を保全し次世代

に伝えていく。また、3・11東北大震災で得た自然エネルギーの大切さを再発見し、再生エネルギーである小水

力発電の可能性を研究する活動をする。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
市内にある水車を活用して、市民と小学生に環境学習を兼ねて水の大切さを知ってもらうイベントを実施す

る。又水車が持つ機能とエネルギーを小水力に活かせないかの研究を続ける。水車小屋のある周辺での地元コ

ミュニティーの場つくりに貢献するなど。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPＡCT。事業が社会に与えた影響）などの「効果」 ３００文字程度まで 
今年は新型コロナウイルス感染騒ぎで予定した活動が大方実施できなかったが、例年通り小学生の環境学

習は出来た。また「水車の話」の勉強会を講師を頼んで市民を巻き込んで実施できた。通常では購入できない高

額の設備品を揃えることが出来た。イベントが出来なかった時間を発足 10周年記念誌の制作に専念でき発行

することが出来た。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
水車は回っていて当然だが自然の環境の変化で水不足が続くと止まってしまう。市の関係部署だけでは対応

しきれない状況が多くなる。水車を回すには、浅川に水量減少により取水不可能となるなど問題は多いが、市の

関係部署では、取水口の改良や用水路の整備、水輪の交換など、種々努力してくれている。 

展望としては、市内にあるもう 1台の老朽化した水車を更新することで「水の郷・日野」をアピールできること。 

我々プロジェクトの活動をより活発にしていきたい。 

７．参考資料 

  

当プロジェクトで作成した「10周年記念誌」や「パンフレット」を提供します。 参考資料あり  

2010年に公学連携（日野市・法政大学）で始まった地元学「日野塾」において、地域の特徴や魅力、課題を探る

まち歩きを実施。その中で向島用水沿いに建造された水車が長年使われていなかった。それを見て「もったいな

いね、活用しよう」と有志が集まりスタートした。2011年発足、現在会員数 15名 
















